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あらまし：本校に併設される学寮では，寮生が休日の際，自宅等に帰省・外泊する場合は事前に外泊届と

欠食届を寮務係に提出しなければならない．寮職員は記入漏れの確認や承認の処理に多くの時間がかかる．

本研究では寮職員の負担軽減と寮生の申請手続きの容易化等を目的として外泊・欠食管理システムを構築

する．試作システムを利用した寮生にアンケートを実施した結果，負担軽減になることが明らかとなった． 
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1. 研究背景・目的 
高専の学寮では，寮生が休日の際，自宅等に帰省・

外泊する場合は事前に外泊届と欠食届を寮務係に提

出しなければならない．なお，平日に外泊する場合

においても同様に外泊願を提出する必要がある．ま

た，欠食届の処理として，その日付の配膳数の計算

の際のために，寮職員が手集計を行っている．寮生

は約 120人在寮しており，記入漏れの確認や承認の
処理に多くの時間がかかる．他高専では各寮の実情

に即したシステムが構築されている(2) (3)．本研究で

は，申請処理による寮職員の負担軽減と申請管理の

徹底，寮生の申請手続きの容易化を目的として，外

泊・欠食管理システムを構築する． 
 

2. 外泊・欠食管理システム 
2.1 試作システムの概要 
本試作システムの概要を図１に示す．寮生は自身

で所有する端末から申請を行う．アカウントは事前

に用意され，寮生自身が新規登録をすることはない．

寮職員は，事務室内の端末より，申請を確認する． 
 

 
図 1 試作システムの概要図 

 
2.2 外泊・欠食申請機能 
本機能は，寮生が外泊および欠食を申請する機能

であり寮生が所有する端末から登録する．外泊・欠

食申請画面を図２に示す．  
 

 
図２ 外泊・欠食申請画面 

 
外泊申請の場合は，外泊の日付，理由を入力する．

また，欠食申請の場合は，欠食の日付，区分（ 朝，
昼，夜）を選択し．理由の入力は必要ない． 申請が
完了すると，申請登録完了メールが届く． 

 
2.3 申請承認機能 
本機能は，寮務主事が寮生より申請された外泊申

請を承認する機能であり，学寮の事務室内の端末等

で操作する．申請承認画面を図３に示す． 
  

 
図３ 申請承認画面 

 
寮務主事が申請内容を確認し，問題ないと判断し

た場合，申請承認を行う．承認が完了すると申請者
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に承認完了メールが届く． 
 

2.4 申請検索機能 
本機能は，寮職員が申請一覧より，寮生名，期間，

寮棟名より検索できる機能である．検索が可能とな

ることで，寮職員は週末など期間を指定して，確認

が出来るようになる．また，万が一，寮生個人の申

請を調べる必要がある場合も本機能で対処できる． 
2.5 欠食数確認機能 
本機能は，食堂職員のみが利用できる機能である．

食堂職員は事前に配膳数を計算する必要があるため，

日付で検索を行い，欠食数を確認する．欠食数確認

画面を図４に示す． 
 

 
図４ 欠食数確認画面 

 
3. 評価 
本校寮生 7名を対象として本システムの評価を行

った． 
3.1 事前アンケート 
事前アンケートの目的は，本システムの必要な機

能の洗い出しと申請の現状を理解し，入力の簡単化

と申請手続きの短縮を目指すためである．アンケー

ト質問では，現状の外泊欠食届出方法についての満

足度を「不満」〜「満足」を 5段階で評価してもら
った．その結果，紙媒体の提出に満足している学生

が少ないことが分かり，特に欠食申請に満足してい

ない．理由は，欠食申請の締め切りが早く，急な用

事に対応できない点や申請の出し忘れが多い点が挙

げられた． 
3.2 試作システムの仮運用 
試作システムを仮運用期間として約 2週間である．

対象者には 2種類のシナリオを用意し，そのシナリ
オ内容からタスクを見つけ，申請登録を行ってもら

った．タスクは大きく分けて，外泊の有無，朝，昼，

夜の欠食の 5種類である．また，シナリオは実際の
寮生活において発生する就職活動のための外泊と大

学編入試験のための外泊である．また自宅への帰省

は両方のシナリオに入っている． 
3.3 事後とウェブユーザビリティアンケート 
事後アンケート結果より，試作システムによる外

泊申請の満足度は従来の申請方法と比較して変化が

見られなかったが，欠食申請の満足度では評価を 4
〜5 とした人数が 4 人となり，改善が見られた．よ
ってシステムによる申請が寮生の負担軽減につなが

ることがわかった．しかし，本システムが有用性に

ついては，判断できなかった．原因は，対象者を困

惑させるデザインだと考える．特に，申請フォーム

の見辛さが，申請登録の方法に誤解を招いた．また，

複数申請機能は備えていなかったが，デザインから

この機能が備わっていると勘違いした対象者が複数

存在した．さらに申請内容の学生による修正機能が

未実装だったため，作業に戸惑った対象者もいた． 
本システムのウェブユーザビリティを定量的に評

価するためにWUSを用いるアンケートも実施した，
回答方法は 21 項目それぞれについて,「大変そう思
う」〜「全くそう思わない」までの 5段階評価とし
た. 評価は，7つの基本的な「評価軸」の得点化で行
う．評価軸毎の得点計算は，3 項目の素点の単純平
均とする(1)．結果より「好感度」が他の評価軸と比

べて，低いことが分かり，唯一平均点が 2点台とな
った．これは上記に示した問題点が関係していると

考える． 
 

4. まとめ 
試作システムの実験では，いくつかの問題が見つ

かったため，今後，システムの改善が必要である．

複数申請する寮生が一括で登録できると思い，登録

ボタンを 1回しかクリックしない問題は，誤解を招
くウェブデザインであったために起こったと推察さ

れる．申請したい日付を選択して上で，必要事項を

選ぶ申請フォームに遷移することで解決できると考

える．今後，学寮の職員と話し合いを行い，申請内

容修正機能など未実装の機能とともに機能追加・修

正する予定である． 
本システムは従来の紙媒体の提出と比べて，寮生

の負担軽減になるとわかったが，有用かどうかにつ

いては判断できなかった．また，システム利用を面

倒と思う対象者もいたことも確かだ．現状では，申

請画面の記入に大変さを感じるウェブデザインであ

り，寮生にとって，より分かりやすく申請登録でき

る工夫も検討しなければならないこともわかった． 
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